
抄
　
物
　
の
　
チ
控
　
と
　
聞
書

I

n

語

資

料

と

し

て

の

性

格

国
語
史
の
一
環
と
し
て
の
中
世
に
注
目
す
る
時
、
中
世
後
期
の
口
語
の
生
の

傍
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
狂
言
や
キ
リ
シ
タ
シ
文
献
上
並
ん
で
、
．
一
群
の
抄
．

物
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
す
で
に
久
し
い
。
し
か
し
、
′
単
な
る
記
述
的

研
究
の
域
を
脱
却
し
、
抄
物
の
持
つ
口
語
資
料
と
じ
て
の
性
格
を
解
明
す
る
こ

と
に
努
力
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
け
へ
比
較
的
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
・
中
世
の
言
語
社
会
と
い
う
横
の
拡
が
カ
を
構
成
す
る
位
相
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な
作
美
で
あ
る
が
、
こ
の
方
面
で
の
研
究
は
ま

．
だ
完
成
さ
れ
で
い
な
い
。
本
稿
も
、
私
な
り
に
、
抄
物
に
反
映
し
．
て
い
る
中
世

の
口
語
を
考
察
し
て
い
く
緒
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
や
あ
る
。

．
′
一
般
に
、
．
抄
物
の
注
汎
作
業
に
お
い
て
、
講
述
着
艦
事
求
さ
れ
る
の
は
、
原

典
の
内
容
を
受
講
者
に
誤
り
な
く
理
会
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
．

合
、
講
述
者
と
受
講
者
と
は
、
事
柄
の
説
明
者
と
被
説
明
者
と
の
関
係
に
あ

り
、
説
明
者
は
伝
達
の
媒
介
者
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
．
、
異
な
る
原
典

の
異
る
講
述
者
に
よ
る
抄
に
、
、
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
の
類
似
し
た
説
明
が
な
さ

れ
で
い
る
場
合
1
　
表
現
面
で
共
通
し
て
い
る
の
は
内
容
に
関
．
し
て
だ
け
で
あ

る
。
た
と
え
、
そ
れ
が
先
人
の
説
で
協
っ
て
も
、
い
か
に
理
会
し
て
い
た
か
を

伝
達
す
れ
ば
す
む
の
で
あ
る
か
ら
、
説
明
0
た
め
の
手
段
で
あ
る
字
句
貴
で
は

制
約
を
受
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
．
こ
と
ば
と
し
、
て
ほ
、
′
い
ず
れ
も
が
常

に
新
し
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

ゲ

キ

ノ

イ

エ

ノ

　

　

ハ

ク

キ

ン

　

　

　

　

　

　

　

ギ

ン

◎
1
外
紹
象
コ
、
y
ハ
伯
爵
カ
マ
、
ク
．
ラ
僧
ノ
ヨ
ミ
ハ
伯
禽
ト
轡
7
m
ム
ソ
（
『
澄

壷
豪
語
』
桂
瀬
登
目
l
講
？
寛
永
十
二
年
昔
上
下
二
冊
上
空

㍉

上

　

　

井

　

．

洋

・

一

一

．
2
伯
厨
ハ
宏
ノ
讃
ハ
キ
ッ
ト
清
ソ
　
関
東
僧
バ
ネ
ン
．
ト
濁
テ
讃
ソ
（
『
古
文

真
宝
抄
』
笑
雲
清
三
講
．
冤
永
頃
刊
本
　
十
巻
十
三
冊
　
十
三
1
9
）
．

2
魯
公
上
票
伯
禽
ソ
　
関
東
－
二
個
禽
ト
ニ
コ
リ
テ
ヨ
ム
．
ヅ
　
京
一
二
禽

ト
で
㌢
（
『
論
語
抄
』
湖
月
信
鏡
講
氷
正
†
一
年
笑
賢
等
の
些
扇

．
転
写
本
　
十
巻
五
冊
　
京
大
蔵
・
五
6
5
サ
）

笑
雲
に
桂
林
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
ほ
か
相
互
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
者

い
ず
れ
も
言
廻
し
を
異
に
し
、
1
1
2
1
3
と
表
現
も
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
同
一
講
述
者
の
手
に
成
る
抄
物
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
清

疲
l
宜
賢
（
天
文
十
九
年
窄
五
十
六
吏
）
講
と
推
定
さ
れ
る
抄
か
ら
挙
げ
る
。

◎
〔
為
政
第
二
注
〕
徳
者
無
為
　
是
ハ
荘
老
′
斑
州
為
自
然
ノ
方
ノ
無
為
テ
♪
ナ

ム
．
イ

・
シ
　
ソ
レ
ハ
無
為
之
無
為
也
　
ソ
レ
．
ハ
虚
無
ニ
シ
テ
元
来
ナ
l
；
ナ
イ
ト
立

ル
ソ
　
コ
、
ハ
有
為
ノ
無
為
也
　
ス
ル
串
ナ
イ
上
苧
テ
ハ
ナ
イ
∵
ス
ル
串
ナ

ク
ハ
．
何
ヲ
聖
人
′
徳
ト
ハ
云
ワ
ウ
ソ
・
ト
・
…
根
本
無
為
上
云
二
心
ノ
本
体

申
膚
ノ
理
也
　
無
ト
云
ハ
中
庸
ノ
中
ノ
方
ソ
∴
『
音
譜
抄
』
江
戸
初
？
写
太

十
巻
五
個
　
京
大
清
宏
文
床
蔽
一
望

〔
無
為
而
成
（
第
二
十
六
葺
こ
無
為
ニ
シ
テ
而
成
ト
云
ハ
則
不
盲
不
レ

動
ノ
虞
ソ
　
極
り
無
慮
ソ
　
此
無
為
ハ
荘
老
ノ
無
為
自
然
ノ
方
テ
．
ハ
ナ
イ

徳
〔
儒
カ
〕
遺
ノ
バ
有
為
無
為
ゾ
　
荘
老
ノ
バ
鮮
為
ノ
丸
々
ソ
、
（
『
中
層

彗
天
文
廿
二
年
写
本
一
冊
京
女
恵
一
4
1
ウ
）

3日



こ
の
よ
う
に
、
麦
現
の
上
で
差
が
生
ず
る
原
因
の
一
つ
に
、
こ
ゝ
で
引
甲
左

抄
物
は
い
ず
れ
も
受
講
者
の
笠
良
太
を
基
と
し
た
も
秒
で
あ
る
、
一
と
い
う
点
が

考
え
ら
れ
る
。
．
す
な
わ
ち
、
我
々
が
一
括
し
て
抄
物
と
呼
ぶ
資
料
に
は
、
講
述

者
の
講
述
層
稿
で
お
る
『
・
・
．
1
事
隔
岩
と
称
さ
れ
右
手
控
0
類
と
「
そ
れ
を
基

に
し
て
講
述
さ
れ
た
注
釈
を
、
受
講
者
の
側
で
整
録
し
た
『
卜
1
秒
』
と
称
さ
．

れ
る
闊
冒
の
頸
と
が
も
る
。
（
今
一
つ
、
『
四
河
入
海
』
の
ど
と
く
、
諸
説
を

莞
大
成
し
た
類
が
あ
る
が
予
当
眉
の
考
察
か
ら
は
除
外
す
る
。
）
右
の
論
語
l
の

、

例
も
、
蓬
左
文
琵
蔵
の
『
論
語
聴
堅
』
．
（
十
巻
五
冊
）
．
で
は

フ
イ
シ
セ
ン

徳
者
無
為
ト
云
ハ
荘
老
ノ
無
為
自
然
也
ナ
ト
云
無
為
二

禦
監
ノ
監
也
儒
道
′
監
ハ
如
嵐
ノ
鮮
訂
ア
ラ
ス
　
瑳
老
ノ
黙

中
道
ノ
有
為
ノ
上

・
タ
．
イ

カ
ラ
無
為
也
・
有
為
ノ
無
為
ト
二
心
ノ
木
鉢
中
層
ノ
妙
理
也
（
一
望
．

と
、
『
中
庸
空
の
例
に
極
め
て
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
蘇
る
。

そ
こ
で
、
甘
百
事
控
と
開
署
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
更
に
は
、
主
と
し
て
転
写
本
や
江
戸
時
代
に
入
っ
て
作
成
さ
れ
た
刊
本
で

し
か
利
用
で
き
な
い
開
章
が
．
ハ
底
本
の
面
影
を
ど
の
程
度
正
確
に
伝
、
受
．
い
る

か
．
（
転
写
の
態
度
）
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
・
1
で
は
・
、
問
題
を
手
控

と
開
署
と
の
関
係
に
限
定
し
て
考
霞
を
進
め
よ
う
と
思
う
。
そ
こ
で
∵
口
語
資

料
と
し
て
最
も
利
用
価
値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
済
度
宜
賢
の
講
述
容
か

ら
、
『
毛
詩
抄
』
を
取
挙
げ
て
検
討
す
る
。
手
控
は
京
大
赦
宣
賢
自
笠
の
『
宅

詩
聴
霞
』
二
十
巻
十
一
冊
毎
半
雲
十
入
行
本
．
（
以
下
A
本
と
呼
ぶ
）
に
拠
る
。

開
署
催
現
存
す
る
中
の
巻
本
と
さ
れ
て
い
る
両
足
院
型
一
十
巻
二
十
冊
本
の
極

打
て
息
宍
な
転
写
本
で
あ
る
、
京
大
荘
『
毛
詩
抄
』
二
十
巻
十
冊
毎
単
葉
十
四

行
本
（
以
下
8
本
と
呼
ぶ
）
l
こ
拠
り
、
参
考
ま
で
に
C
本
と
し
て
刊
本
の
該
当

箇
所
を
岩
波
文
鹿
本
の
頁
で
付
記
す
る
。
一
な
お
、
引
用
を
巻
一
の
初
め
2
0
丁

（
B
本
）
に
限
っ
た
の
は
、
こ
れ
だ
け
で
当
面
の
間
頂
を
解
決
す
る
に
は
充
分

だ
と
草
を
た
め
で
あ
な
た
ゞ
し
こ
家
は
第
は
T
l
を
丸
く
の
甘
、
奈
多

．
2
1
丁
に
あ
た
る
部
分
ま
で
を
取
挙
げ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
宣
腎
の
手
に
成
る
講
述
書
に
お
い
て
も
、
時
と
し
て
同
一

表
現
が
、
二
積
の
手
控
に
現
わ
れ
る
こ
と
、
が
あ
る
。

◎
〔
秋
水
第
3
於
是
鴎
1
－
賂
カ
ク
サ
リ
タ
ル
且
ヲ
得
テ
重
宝
ス
　
其
上
㌢

風
塵
カ
ユ
ウ
「
～
ト
シ
テ
飛
フ
∵
仰
而
・
－
威
力
仰
テ
上
ヲ
見
テ
此
鳳
カ
コ
ノ

ノ
鼠
ヲ
カ
奪
ハ
ン
ト
恩
テ
陛
ト
云
嚇
ハ
恕
デ
而
拒
V
物
チ
醇
也
　
（
『
荘
子

．
抄
』
天
正
八
年
国
賢
転
卑
本
．
十
巻
五
冊
二
二
空

荘
子
欝
㌶
腐
艮
一
芸
等
7
．
▼
リ
　
男
ク
サ
リ
タ
ル
鼠
ラ
得
テ
塁

ス
　
其
上
ヲ
鳳
凰
カ
ト
ホ
九
時
此
鼠
ヲ
カ
窄
ラ
ン
寸
恩
テ
虚
空
嬰
丁
痴
卜

云
　
嚇
ト
ハ
其
食
ヲ
奪
ハ
レ
ン
萄
ヲ
恐
レ
テ
鳴
声
也
（
『
孟
子
抄
雲
且
賢
自

筆
本
．
十
四
巻
七
冊
一
8
ウ
）

（
祥
し
く
は
拙
稿
↓
宜
賢
講
『
荘
子
抄
』
の
成
立
と
そ
の
価
値
」
、
『
国
語
国

・

文

』

昭

3

5

▼

・

4

参

照

）

一

　

一

こ
れ
は
、
し
第
一
文
が
全
く
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
　
－
　
嚇
ト
云
。
1
声

＼
一

′
也
」
と
、
第
二
文
以
下
の
結
び
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
二
方
の
手
控
か
ら
直
接

引
用
も
た
と
し
て
も
、
文
末
が
．
一
致
⊥
て
い
る
と
l
い
．
う
こ
と
墜
講
述
に
お
け

．
る
文
体
の
確
立
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
′

L
か
し
な
が
ち
、
こ
．
の
よ
う
な
類
似
表
現
や
引
用
は
や
は
り
極
め
て
例
外
的

で
あ
り
、
現
実
に
、
手
控
と
聞
碧
と
で
は
そ
の
間
に
相
当
頃
著
な
相
違
が
見
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

④
〔
風
風
也
　
教
也
　
風
以
動
之
　
教
以
化
之
〕
化
字
ハ
カ
バ
ル
心
也
　
江
家

カ
フ

ニ
ハ
ヤ
カ
テ
代
ト
ヨ
．
マ
ス
ル
也
（
A
二
4
ウ
）
．
江
家
ニ
ハ
▼
化
タ
カ
ワ
ル
．
寸

′
　
ヨ
ム
ソ
．
ク
ワ
ス
ト
▼
ヨ
．
ウ
一
‡
ヵ
ヮ
ル
心
マ
テ
ソ
（
B
⊥
6
C
J
輿
．

－31－



チ
．
イ
ケ
ン

◎
〔
郡
民
箋
〕
　
鄭
玄
ハ
後
洪
ノ
大
儒
元
「
冒
二
向
テ
讃
ハ
鄭
重
只
云
ハ
′
、

チ
ヤ
ウ
ケ
ン
　
り
ク
ト
ク
メ
J
．

鄭
重
也
　
陸
徳
明
ナ
ト
ノ
如
シ
　
（
A
一
3
）
　
雷
ヂ
パ
テ
ィ
ア
ン
ト
ヨ

p
ク
ト
ク
ミ
ヤ
ウ

ミ
侠
　
只
ロ
ヂ
云
時
ハ
ヂ
ヤ
ウ
ゲ
ン
ゾ
　
（
B
J
4
　
C
一
2
9
）

そ
の
相
違
の
う

ち
1
歳
も
著
し
い

の
彗
文
末
に
お

け
る
指
定
辞
の
用

い
方
で
あ
る
ゾ
一

般
に
、
手
腰
に
は

「
也
」
が
多
く
、

聞
書
に
通
「
ゾ
」

が
多
い
。
一
見
、

両
者
は
文
語
と
口

l
語
（
本
稿
で
は
文

ー

応
を
意
味
す
る
も
の
で
ほ
な
い
。
亭
控
の
文
末
の
五
割
が
「
也
」
で
あ
る
の
に

対
し
、
開
署
の
文
末
の
九
割
を
「
ゾ
山
が
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
講
述
の
定
型

北
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
っ
｛
　
「
ゾ
．
」
は
そ
′
う
し
た
講
述
文
体
の
現
わ
れ
と

見
る
．
べ
き
性
格
の
用
法
を
持
つ
こ
と
は
な
の
で
あ
る
。
活
用
語
で
終
止
し
て
い

る
文
末
に
は
、
手
控
と
聞
書
と
で
四
割
の
開
き
が
あ
る
が
、
．
講
述
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
直
接
か
助
動
詞
を
介
し
て
か
し
て
・
「
ゾ
」
を
添
加
し
た

表
現
濫
改
め
ら
れ
で
い
る
こ
と
が
、
、
を
れ
を
示
し
て
い
る
と
亨
え
よ
う
。
文
末

に
現
わ
れ
る
用
言
で
抄
物
的
と
い
え
る
の
は
、
㊥
＠
に
も
見
え
る
「
ト
（
ヲ
）

茸
・
ア
リ
」
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
「
也
・
ゾ
」
と
の
組
合
せ
を
示
し
た
の

が
第
二
・
三
表
で
あ
る
。
＝
こ
の
裏
か
ら
鴇
、
講
述
に
あ
た
っ
て
、
「
ゾ
」
に
上

撰
す
る
跡
臥
詞
に
「
タ
l
」
の
頻
出
す
る
こ
と
が
畢
見
る
の
で
あ
る
が
、
＝
そ
刊
を

第
四
表
で
示
し
た
。

理
会
さ
れ
る
べ
き
事
柄
の
撃
元
で
あ
る
「
寸
㌢
…
」
を
介
し
た
「
云
・
ア

t

リ
・
・
恩
フ
…
‥
L
な
ど
の
引
用
形
式
は
、
本
来
、
l
提
示
さ
れ
る
事
柄
に
対
す
る

32・・車

軍
記
と
口
頭
語
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
る
）
の
違
い
で
対
応
し
て
い
る
か

に
見
え
る
。
し
か
し
、
l
概
に
割
切
る
こ
と
は
田
難
で
あ
る
。
今
『
毛
詩
抄
』

の
文
末
語
を
調
査
し
て
第
一
表
の
結
果
を
得
た
。
こ
れ
は
、
．
巻
第
一
国
風
周

′

南
l
巻
耳
堅
璧
革
四
句
の
う
ち
第
一
句
の
、
「
頃
芦
】
の
注
の
途
中
ま
で
で
、
C

本
6
3
貫
2
行
目
ま
で
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
浜
文
は
除
外
工
、
情
意
を
伴
っ
た

終
助
詞
的
用
法
を
持
つ
「
ご
．
は
そ
の
他
に
入
れ
た
。
な
お
、
先
に
辟
触
れ
て

お
い
た
よ
子
に
、
ノ
B
本
の
第
2
。
丁
は
本
来
な
ら
は
第
2
1
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
A
本
の
用
例
も
、
・
B
本
の
脱
落
箇
所
に
当
る
と
こ
ろ
は
除
外
し

て
あ
る
。

‥
し
れ
に
．
よ
っ
て
．
明
ら
濱
ど
と
く
「
．
也
＝
用
字
控
ト
「
ゾ
日
開
容
て
い

ヶ
刊
応
は
認
め
な
く
て
重
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
文
層
と
口
渾
上
い
う
刊

表
現
者
の
立
場
の
相
選
に
基
づ
い
て
、
選
択
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
ぁ
る
が
、



抄
物
に
あ
っ
て
は
．
、
・
判
断

行
洛
者
（
講
述
者
）
と
⊥

て
の
積
極
性
は
稀
薄
で
▼
ぁ

り
、
事
柄
の
伝
達
者
と
し

．
て
の
講
述
者
の
位
置
を
、

原
典
と
受
講
者
を
結
ぶ
線

か
ら
後
退
さ
せ
る
と
い
J

共
通
の
意
図
を
背
景
に
持

ち
、
い
わ
ば
形
式
を
撃
そ

る
と
い
う
方
向
を
目
指
し

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
▼
ぅ
．
か
。
・
助
動
詞
「
タ
」
の
挿
入
も
、
こ
の
現
わ
れ
で
あ

り
、
「
ウ
・
べ
シ
」
な
ど
の
挿
入
も
、
幸
体
的
判
断
の
差
を
表
わ
し
て
い
る
と

ば
か
り
は
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。
講
述
さ
れ
た
事
柄
は
、
右
に
述
べ
た
、
塾

と
し
て
形
式
化
し
た
引
用
語
や
「
ゾ
」
に
託
さ
れ
て
、
受
講
者
の
主
体
性
に
お

い
て
再
生
さ
れ
、
．
受
講
者
の
自
主
的
な

理
会
の
補
助
手
段
の
具
に
供
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
腰
述
老
自
身
．
の
主
張

が
一
人
称
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
の

む
、
受
講
者
－
こ
．
講
述
者
を
意
識
さ
せ
る

こ
と
を
避
け
た
た
め
で
は
革
か
ろ
う

か
。
詳
説
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
後
稿

に
供
つ
。
．

と
こ
ろ
で
、
極
め
で
僅
か
で
は
あ
る

ノ
風
ハ
変
風
ソ
　
去
声
也
（
A
一
7
）
　
風
化
の
風
ハ
正
国
風
ソ
′
風
刺
ノ

・
風
′
ハ
変
風
．
ソ
　
風
化
ノ
風
ハ
風
デ
平
声
ソ
嵐
剰
ノ
風
ハ
去
声
也
（
B
一
1
0

・
ウ
∴
C
一
．
空

⑦
飛
テ
イ
ク
問
力
六
月
ソ
　
半
年
や
つ
兵
ハ
柳
也
　
関
ハ
止
也
　
勒
二
寸
、
・

受
ラ
．
ヌ
．
ナ
リ
ソ
（
『
荘
子
抄
』
一
一
1
。
）

聞
雪
に
現
わ
れ
る
　
「
l
也
」
　
は
浜
文
直
訳
体
の
ご
と
音
場
合
に
多
い
の
で
あ
る
．

が
、
先
の
引
同
語
や
「
ゾ
し
ぎ
の
絡
み
あ
い
紅
は
、
後
述
す
る
用
例
⑳
卸
な
ど

に
見
ら
れ
る
よ
う
．
に
、
⊥
踵
独
特
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
講
述
口
調
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
が
あ
力
、
講
述
に
お
け
る
文
体
の
形
成
に
与
？
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
手
控
に
見
ら
れ
る
「
ゾ
」
は
こ
れ
が
反
映
し
た
も
の
と
解
し
t
よ
か

ち
う
。
一

こ
の
よ
．
う
に
′
「
ご
と
「
也
」
が
抄
物
に
お
け
る
備
琵
辞
を
代
表
す
る
よ
う

に
な
り
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
春
日
和
男
氏
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

（
「
「
也
」
字
の
訓
に
つ
寺
」
『
国
語
国
文
』
昭
聖
．
2
）
∵
機
能
の
面
で

の
相
違
が
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
せ
」
上
は
、
由
五
表
で
示
し
た
形
式
名
詞

＼
．

「
物
・
事
」
へ
の
接
続
関
係
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
右
。
．

・－　33

結
局
、
∵
「
也
」
は
文
語
で
あ
る
と
同
時
に
講

述
用
語
な
の
で
あ
り
「
ゾ
」
の
指
定
辞
と
し
て

′
・
の
論
理
的
用
法
は
、
講
述
専
用
の
用
語
と
い
う

云
き
で
あ
ろ
う
。
縫
っ
て
、
・
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
．
こ
と
く
、
．
当
時
の
口
語
と
し
て
の
指
定
辞

は
「
ヂ
ヤ
」
，
が
最
も
普
通
で
あ
り
、
そ
の
他

が
、
手
控
に
「
ゾ
」
が
現
わ
れ
、

閏
書
握
「
也
」
が
現
わ
れ
て
い
る
。

㊤
〔
上
以
風
化
下
　
下
以
風
刺
上
〕
・
風
化
ノ
風
ハ
正
国
風
ソ
．
平
声
也
′
・
風
刺
．

「
1
ヂ
サ
ウ
「
主
l
≠
ア
ル
」
が
1
そ
し
て
一
部
の
位
相
で
は
「
ダ
」
な
ど

が
用
い
ら
れ
て
い
た
圭
一
苧
え
る
。
こ
れ
ら
と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
ゾ
」
に
は

「
也
」
七
は
用
法
を
異
に
す
る
文
語
的
二
面
の
あ
む
こ
と
を
、
1
1
秒
物
の
会
話
文



ヽ

P
ご
小
し
て
い
る
．

の
誓
芸
彗
葦
整
蒜
何
害
ト
云
タ
ハ
怨
之
至
也
　
言
バ
世
間
ノ
民
斗
モ
ヲ

ー
1
見
二
父
ソ
子
ソ
ト
云
テ
養
ニ
ナ
セ
ニ
我
ハ
カ
リ
合
致
ノ
処
へ
ヤ
テ
ル
、
l
ソ
ト

作
タ
ハ
′
怨
元
処
也
∵
（
A
一
5
ウ
「
〕
ト
云
タ
ハ
世
間
ノ
民
ハ
父
チ
ヤ
子
チ

ヤ
ヤ
云
テ
蓉
ニ
ナ
五
三
芳
ハ
カ
リ
ヲ
・
ハ
合
戦
ノ
嬰
二
ヤ
テ
ル
・
、
ソ
寸
云
心

ソ
　
怨
夕
処
ノ
甚
キ
物
也
（
B
一
7
ウ
　
C
一
3
5
）
　
　
　
　
、

′

な
お
、
B
尤
に
お
い
て
、
「
侠
」
は
一
2
0
丁
ま
で
で
は
「
ト
ヨ
ミ
候
・
ヲ
云
テ

院
」
の
2
例
だ
け
で
あ
る
が
、
後
半
に
な
る
と
比
較
的
多
く
㍉
巻
二
十
で
は
初

め
の
1
0
丁
だ
け
で
も
「
デ
候
・
ヂ
ヤ
ヂ
候
．
・
チ
ッ
朕
フ
ウ
・
ガ
瞑
・
≠
候
（
3
）
」

と
7
例
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
筆
録
の
態
度
も
絡
ん
で
こ
よ
う
か
、
。
．

抄
物
を
文
体
の
両
か
ら
見
る
時
、
文
末
語
と
並
ん
で
特
徴
的
な
も
の
に
、
援

堅
甲
と
し
て
の
「
撃
二
．
示
ウ
シ
テ
・
ウ
レ
ド
ヰ
」
の
腰
田
が
挙
げ
ら
れ
る
。
・

そ
し
て
こ
れ
は
聞
容
に
著
し
い
。
『
宅
詩
抄
』
の
初
め
B
2
0
丁
で
、
「
橿
l
こ

載
文
末
に
用
い
ち
れ
る
助
詞
的
用
法
も
含
め
る
〔
手
控
に
3
2
卸
で
あ
る
の
に

対
し
、
聞
書
で
は
9
6
例
に
及
ん
で
い
薫
こ
の
こ
と
に
、
、
表
甥
を
洗
練
l
さ
れ
た

形
式
に
統
一
す
る
と
．
い
う
配
尼
を
持
た
な
か
っ
た
ご
と
整
息
味
し
て
い
る
。
手

控
の
語
句
を
そ
の
ま
ゝ
．
踏
察
せ
ず
、
要
約
や
流
加
を
催
っ
た
講
述
に
あ
っ
て

は
、
概
し
．
て
構
文
が
複
雑
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
手
控
に
記
さ
れ
た
注
釈
は
、

語
句
単
位
に
施
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
漢
語
の
短
句
を
例
示
し
た
り
、
和

語
で
和
ち
酢
た
り
、
と
い
ヶ
繰
返
し
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
受
講
者
の
理
会
を

、

妨
げ
る
ほ
ど
で
は
な
か
？
た
の
で
あ
る
。

◎
詩
ハ
イ
ツ
カ
」
晶
ソ
′
王
君
正
義
′
始
嘉
譜
ト
云
ア
㌣
　
其
妄
ク
見
ク

リ
▼
上
古
ニ
ハ
貫
通
純
素
ニ
シ
テ
水
プ
レ
モ
セ
ス
誠
ハ
カ
リ
也
　
チ
ト
も
飾

メ
ル
串
ナ
キ
撃
l
歌
詠
整
数
ノ
心
ナ
㌢
　
有
メ
ノ
マ
、
也
　
故
詩
作
ル
事
ナ

シ
（
A
一
2
）
サ
テ
轟
ハ
イ
ツ
カ
ラ
始
タ
．
ゾ
ナ
レ
バ
正
義
二
詩
語
二
上
古
土

ハ
ア
リ
メ
′
マ
、
ニ
有
久
彗
ナ
カ
㌃
．
イ
ツ
ナ
、
ド
ハ
セ
里
程
芋
ナ
雷
タ

ブ

　

（

B

一

3

　

C

一

2

8

）

講
述
に
あ
た
っ
て
講
述
者
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
受
講
者
の
理
会
を
十
全

た
ら
し
め
る
実
用
性
と
い
至
．
」
と
が
第
l
で
あ
り
、
単
な
る
修
辞
的
要
求
竺
一

次
的
な
む
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
文
末
の
副
一
化
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
′

る
。
し
．
か
ヰ
そ
の
劃
一
化
．
は
意
卸
的
な
行
為
の
結
果
で
は
な
く
、
極
め
で
目

顔
な
表
現
の
営
み
の
う
ち
に
そ
の
方
向
を
辿
っ
た
と
い
う
に
す
ぎ
デ
、
悪
意
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
彗
講
述
き
れ
る
語
句
の
、
畢
元
の
仕
方
に
も

喜
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
手
控
・
閏
書
に
共
通
七
て
い
る
。

⑳
｛
闘
い
一
㌫
日
．
い
一
睾

閉
㌫
咄

｛
鵠

「
”

注
ト
云
ハ
＝
．
…
‥
・
・
、
・

注

・

・

ハ

‥

…

ト

云

心

ソ

‥
・
…
ヲ
云
也
　
侍
上
票
、
…
…
卜
云

・
…
：
．
・
、
．
‥
∴
．
㌧
…
・
イ
云

一
日
㌫
い
奉
詫
綱
目
翠
∴

…

…

ト

云

程

ニ

ソ

　

注

ト

云

ハ

…

…

ソ

一

…

…

ト

、

云

程

ニ

ッ

（

A

＝

㍉

…

ト

云

程

ニ

ッ

　

注

・

・

ハ

…

…

・

…

…

・

・

・

・

ソ

（

B

一別＿－

二

㊥

√二㌧ニヽ′－・A・一一ヽ
：∧寓寓
：欠　言言　21
ソV‾トト　　ウ

ノヽ′ヽヨC）

聖篭
貢重
己＝己

人夫‡；亨）

票三；也
ノ言　云
名ヲ　フ
ヲ也
己
皇
昌
ヲ
モ
テ
他
人
′
言
二
寄
テ
云
也

我
執
ヲ
云
テ
他
人
ヲ
名
ヲ
倍
テ
云
ソ

啓
フ‾

重亘
ラ′ン

テ

云
ソ

黄
荷
孔
子
ノ
カ
ク

英
名
ヲ
借
テ
其
言

㌫
監
詣
㌍
名
酎
離
酢
監
鞘
”
娼
抑
㌫
㌘
㌫
咄
鉦
撃

｛
誓
小
烹
讐
覧
謂
聖
禦
品
眉
禁
叩
㌶
提
入
城
餌

カ
面
白
事
ヲ
イ

タ
カ
ル
ソ
　
飲

人
味
カ
7カ

ル、ト
ソロ

リ

芸晶
ヲヲ

牢屋
ン’呂

テト
味云
（
『
荘
子
抄
』
五
1
）

ノ
ア
外
心
テ
屁
言
ト

｛
一
計
ソ
軒
菩
）



荘
子
の
用
例
は
、
、
「
寓
言
・
重
言
・
厄
言
」
の
注
釈
を
巻
頭
「
鬱
屈
」
の
口

重
と
第
二
十
七
寓
言
の
冒
頭
七
の
〓
箇
所
で
行
っ
た
も
の
で
、
玉
が
声
控
一

が
開
署
と
拒
琵
ざ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
参
紹
）
。
こ
の
よ
う
に
、

、

「
上
耳
ハ
ト
・
・
ト
云
　
（
心
）
ゾ
」
七
注
釈
を
包
み
込
み
特
立
さ
せ
る
表
現

は
、
セ
ン
テ
ン
ス
が
長
く
、
文
脈
の
込
み
入
っ
て
い
る
も
の
ほ
ど
著
し
く
（

抄
物
文
体
の
特
徴
の
一
つ
に
数
え
ち
れ
る
。
l
こ
れ
は
、
初
期
の
口
前
文
学
に

見
ら
れ
る
「
A
J
 
B
に
い
ふ
（
申
す
．
こ
且
ふ
）
　
『
…
…
．
』
と
い
ふ
・
（
申
す
「

宜
ふ
）
l
」
と
、
直
援
話
法
を
引
用
撃
霞
か
包
み
込
む
表
現
形
式
に
通
ず
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
1
文
体
が
割
一
的
で
は
あ
る
が
、
．
必
ず
し
も
統
一
的
で
な
い
と
い

ぅ
こ
と
は
、
・
口
語
資
料
と
し
て
の
利
用
価
値
を
一
層
筒
掛
る
も
．
の
で
あ
る
。
手

控
は
諾
述
を
予
想
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
読
ま
せ
る
こ
と
を
目
的

∵
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
す
。

㌢
し
ろ
で
、
第
一
表
の
結
果
で
は
手
控
と
聞
書
と
．
で
セ
ン
テ
ン
ス
の
総
数
に

差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
、
B
本
の
2
0
丁
分
が
A
本
で
捕
丁
分
（
敢
密

・
に
言
え
は
柑
丁
強
）
　
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
l
毎
半
葉
に
つ
い
て
四
行
多

l

く
、
細
字
で
容
か
れ
て
あ
る
A
本
の
方
が
、
・
丑
的
に
い
え
ば
甘
さ
ゥ
て
い
ろ
り

こ
れ
は
漢
文
の
引
用
が
多
い
こ
と
に
も
よ
る
が
、
構
文
の
簡
潔
を
に
お
い
て
幸

・
控
甘
ま
さ
り
、
叙
述
の
闇
路
で
平
易
な
点
に
お
い
て
閏
雷
が
ま
さ
こ
い
る
た

め
で
為
る
。
そ
こ
で
、
聞
容
に
接
続
語
が
頻
出
す
る
と
い
う
こ
上
は
∵
構
文
を

複
雑
に
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
l
ふ
て
．
叙
述
を
込
み
入
っ
た
も
の
に
し
、
従
っ
て

・
ま
た
セ
ン
テ
ン
ス
を
冗
長
な
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
は
な
ら
な
い
の
で
あ

去
。
．
こ
う
し
た
手
控
と
乳
啓
と
の
畳
的
な
開
き
は
、
要
請
に
あ
て
は
予
後
半

．
に
な
l
る
ほ
ど
著
し
く
、
巻
二
十
で
は
B
本
の
2
0
丁
分
が
A
本
の
2
8
丁
分
に
相
当

し
て
い
る
。
こ
れ
は
手
控
の
記
述
が
よ
れ
詳
細
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
く
、
講

述
が
よ
り
簡
略
に
な
ヴ
ま
芸
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
控
と
聞
雪
と
の
関

係
は
、
諸
本
に
上
り
一
定
し
た
も
の
は
な
い
が
、
二
股
的
傾
向
と
し
て
．
、
志
者

と
も
後
半
に
な
る
ほ
ど
簡
噂
に
な
？
て
い
く
．
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
∴
『
荘
子

抄
』
の
後
半
は
、
特
に
．
こ
の
傾
向
が
著
し
十
手
控
せ
目
さ
れ
る
現
存
本
の
記

述
は
、
一
層
覚
睾
風
に
断
続
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
．
．
結
局
、
講
述
に
、

彗
手
控
に
忠
契
な
も
の
の
ほ
か
に
、
手
控
の
抜
読
み
で
あ
っ
た
り
、
逆
に
ま
ノ

㌢
手
控
悉
j
く
と
深
加
し
て
・
い
く
場
官
な
ど
か
あ
っ
た
わ
け
で
あ
告
．

そ
れ
が
ま
た
、
当
時
の
口
要
の
生
の
悌
を
伝
え
て
．
い
る
所
以
で
も
あ
る
。
一

・
さ
て
、
手
控
と
聞
雪
上
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
文
体
の
上
で
の
相
違
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
．
「
宝
賢
の
抄
は
ナ
リ
体
の
も
の

で
も
極
め
て
口
語
的
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
文
体
ト
ー
そ

れ
も
主
と
し
て
文
末
の
指
定
辞
－
以
上
に
立
人
づ
て
、
両
者
の
口
語
資
料
と

し
で
の
性
格
を
分
析
し
、
l
比
較
検
討
し
た
も
の
は
公
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ

35

ろ
が
、
こ
う
七
て
両
者
を
対
照
し
て
み
る

と
、
今
ま
で
挙
げ
て
き
た
例
か
ら
も
窺
え

る
よ
う
に
」
阿
哲
と
比
較
し
た
場
合
、
手

膣
に
は
非
口
語
的
要
素
の
種
々
あ
る
こ
才

を
、
他
に
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

．
講
述
豊
前
接
と
し
な
が
ら
も
、
女
蔓
を
通

／
．
し
て
穿
か
れ
た
手
控
は
、
卓
は
り
文
語
的

、
色
彩
を
絶
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

．
そ
の
第
一
は
文
語
と
口
語
と
の
対
応
形

が
一
往
ほ
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
1
注

′
′



訳
さ
れ
る
事
柄
の
理
会
を
妨
げ
な
い
辞
的
夢
素
の
強
い
語
に
著
七
小
。
・
例
え

ば
、
助
動
詞
「
タ
」
の
現
わ
れ
方
に
ほ
、
同
じ
く
『
毛
詩
抄
』
B
2
0
丁
ま
で

で
、
第
六
表
に
示
し
た
よ
う
な
差
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
同
一
箇
所
で
、

文
語
的
表
現
か
ら
口
語
的
表
現
へ
と
交
替
七
て
い
る
例
を
任
意
に
挙
げ
て
み
よ

う
．
。
最
も
目
に
つ
く
の
は
、
や
は
り
助
動
詞
や
助
詞
で
あ
る
。
′

ズ
・
ザ
ル
つ
l
女
、
l
ア
ジ
ー
マ
イ
、
ペ
シ
・
ン
（
む
）
1
ウ
・
ウ
ズ
、

如
キ
ー
ヤ
ナ
ナ
、
ア
ラ
ズ
十
ナ
ィ
、
成
ル
べ
キ
ナ
レ
．
ハ
十
ナ
ラ
ウ
ズ

．
テ
ク
ヂ
ヤ
程
こ
．

、
音
1
空
7
、
・
三
臣
「
マ
デ
ー
つ
～
カ
ヲ
～
マ
デ
、
ニ
テ
ー

ー
デ
、
ノ
ヲ
．
ハ
十
ニ
ハ
・
ハ
、
～
モ
～
モ
」
1
．
「
デ
マ
リ
一
ト
デ
マ

“
リ
・
音
便
形
が
聞
雷
に
多
い
こ
と
は
例
示
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
′
体
言
や
用
言
な

F
に
払
漠
軍
属
表
現
）
を
和
語
富
口
換
え
た
も
の
が
少
く
な
い
。
こ
れ
は
、

講
述
に
も
た
っ
て
、
二
．
層
和
も
げ
て
表
現
す
る
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
た
現
わ

れ
で
あ
ろ
う
。
．
・

．
旧
法
－
－
昔
↓
法
、
古
1
1
昔
、
7
ソ
コ
此
」
1
7
チ
つ
チ
、
遠
方
ニ
ー
ー

遠
ウ
ノ
異
ル
ー
ー
チ
ガ
ウ
、
次
第
ス
．
ル
ー
ー
次
デ
ル
、
心
得
サ
ス
、
ル
1
知

ス
ル
」
存
ス
ル
」
残
彗
好
ダ
ー
ト
侍
フ
、
壷
ル
ー
イ
ル
、
．
執
り
理
ル

1
1
1
治
ル
、
告
ス
・
告
グ
ー
ー
申
ス
、
変
化
ス
ル
ー
カ
ワ
ル
リ
比
ス
ル
ー

ー
タ
ト
フ
l
、
感
動
ス
サ
」
1
感
ズ
ル
、
罪
科
ス
ル
．
－
罪
ス
ル
、
設
楽
ス
ル

ー
和
ス
ル
、
．
妬
忌
ス
ル
・
上
限
ム
、
美
ナ
ル
ニ
ー
・
ウ
ツ
ク
シ
ィ
、
内
二
欝

ケ
タ
ル
ー
ー
内
ニ
ア
マ
ル
、
▼
ア
ラ
イ
ア
一
ヂ
タ
ル
物
」
ァ
ラ
イ
サ
ラ
ー
シ
／

l
物
気
比
類
ヲ
凝
ル
十
寸
ゾ
≠
フ
「
知
ラ
レ
ヨ
カ
シ
・
－
知
ル
、
ヤ
受
一
シ

1
＼
タ
イ
同
様
の
傾
向
は
、
・
接
続
表
現
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は
な
い
。
な
お
、
◎
㊧
に

早
礼
る
肇
話
を
導
く
「
サ
チ
ビ
な
ど
は
斗
講
述
専
用
で
」
と
ば
の
よ
う
で
聞
軍

に
し
か
見
え
な
い
。

且
－
サ
ゥ
シ
テ
、
．
依
之
1
1
撃
一
ソ
コ
ヂ
、
於
庭
・
者
也
サ
ル
撃
丁
－
－

・
程
主
、
～
ヲ
「
ト
ハ
ナ
ゼ
ニ
云
ブ
ナ
レ
・
．
γ
1
ナ
ゼ
・
ニ
～
．
ヲ
」
ト

云
ブ
ナ
レ
バ
1
＼

・
文
語
的
表
現
か
ら
口
語
的
表
現
へ
の
交
替
は
、
右
の
例
に
も
見
ら
れ
る
ど
と

く
、
単
に
一
つ
の
語
の
置
苧
え
に
止
ま
る
滝
の
で
は
な
く
ハ
語
眼
を
変
え
構
文

を
l
改
め
る
こ
と
も
多
い
4
こ
の
場
合
ヰ
漢
文
的
表
甥
の
色
彩
は
手
控
に
濃
い
の

ノ
で
あ
る
。
，

何
ゾ
感
ア
ラ
ン
ヤ
ー
い
何
ノ
感
モ
ナ
イ
ゾ
」
動
サ
ン
車
力
タ
カ
ル
ペ
キ
ニ
ー
．

」
動
力
シ
ニ
ク
イ
串
ヂ
ヤ
ガ
、
．
後
序
ト
云
ハ
「
部
ノ
未
ニ
ア
沸
ヲ
コ
ソ
イ
「

1
未
。
7
ル
・
ヲ
。
蒜
誉
ハ
云
ウ
オ
レ
、
此
ヲ
空
事
翌
ノ
如
ク
セ
⊥

ン
ト
云
－
－
繭
玉
ノ
ヤ
ゥ
一
遍
ゾ
、
水
力
ラ
出
葛
一
寸
也
－
1
カ
ノ
上
二
・
．
3
6

．
寸
出
ル
ゾ
．
．
一

以
上
挙
げ
た
用
例
は
い
ず
れ
も
芋
控
と
田
雪
と
の
性
格
を
文
語
と
口
語
と
に

分
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
儲
述
者
の
文
語
と
口
語
と
い
う
二
重
の
言
語
生

活
の
営
み
が
、
極
め
て
自
然
な
形
で
そ
し
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
や
『
荘
子
抄
』
・
に
庖
い
て
受
「
ペ
シ
ー
－
－
ペ
イ
・
ペ
シ
ィ
、
マ
ジ
1

一一
マ
イ
・
マ
ジ
イ
」
な
ど
の
対
応
が
か
わ
、
．
「
ウ
ズ
・
ン
ズ
・
ケ
ズ
ラ
・
マ
ン
ズ

二
フ
ウ
」
は
聞
書
と
思
わ
れ
る
部
分
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

〇
側
掲
論
文
1
5
さ
。

し
か
し
、
「
也
」
と
「
ゾ
」
と
の
現
わ
れ
方
か
ら
、
文
語
と
講
述
用
語
と
い

く
J
こ
と
で
両
者
を
分
っ
た
場
合
と
同
様
の
問
題
が
こ
⊥
．
に
む
存
す
る
の
で
あ
っ

て
手
控
の
用
法
は
す
べ
て
文
語
で
あ
町
、
閻
雷
の
開
法
は
す
．
へ
て
口
語
で
あ
．

る
と
い
う
こ
．
と
は
で
き
な
い
。
「
サ
レ
ド
阜
1
－
ア
レ
ド
モ
」
が
あ
る
か
と
思
∴



う
と
遠
の
手
レ
ナ
モ
ー
す
い
ド
モ
」
が
あ
サ
た
り
J
両
名
と
も
「
知
ス

ル
・
点
：
ト
フ
・
感
動
ス
ル
」
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。
ま
た
、
手
控
の
「
神
恩
ヲ

宅
ス
ル
心
也
」
が
開
容
で
「
報
夕
神
里
心
ゾ
」
と
表
記
さ
れ
る
せ
い
寸
」
と

も
お
る
の
で
あ
る
か
従
っ
て
、
手
控
と
聞
古
と
の
比
較
は
・
、
・
l
各
々
の
語
の
口
語

と
し
て
の
努
力
の
度
合
を
知
る
手
懸
り
を
協
供
す
る
と
ほ
言
え
る
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
か
ら
抽
象
さ
れ
た
結
果
を
、
調
え
ば
手
控
な
り
開
容
な
り
の
成
立
時

期
．
の
決
定
に
、
無
情
件
で
援
用
す
る
こ
と
な
ど
は
供
し
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

手
控
と
院
雷
と
の
今
一
つ
顕
著
な
対
立
に
手
控
の
地
の
文
に
お
け
る
待
遇
表

現
の
欠
如
が
挙
げ
ら
れ
る
。
講
述
の
場
で
講
述
者
に
生
ず
る
対
人
関
係
に
は
、

聴
手
に
対
す
る
も
の
と
注
釈
中
に
．
現
わ
れ
る
人
物
に
対
す
る
も
の
J
が
あ
る
4

前
者
の
対
人
関
係
性
、
講
述
の
場
で
初
め
て
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
．
の
荒

事
め
あ
て
の
辞
の
敬
語
ら
し
き
も
の
は
、
聞
雷
に
も
写
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

′

は
r
講
述
の
文
体
が
確
立
し
′
て
い
た
た
め
∴
語
手
と
し
て
の
自
己
を
聞
手
と
の

関
係
に
お
い
て
表
わ
さ
ず
に
す
ん
だ
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
問
雪
の
会
話
文

に
見
ら
れ
る
「
サ
ウ
・
ゴ
ー
ザ
ル
・
マ
ラ
ス
ル
」
な
ど
か
、
文
津
に
現
わ
れ
る
こ

と
は
極
め
て
稀
で
あ
受
森
裡
な
ど
で
の
講
述
も
、
敬
語
を
必
要
と
．
し
な
か
▼
っ

た
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
け
れ
ど
も
、
．
講
述
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
決
し
て

窟
盾
す
る
こ
と
で
は
・
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
事
柄

め
あ
て
に
講
述
者
の
態
度
を
表
示
す
る
詞
の
敬
語
は
、
聞
手
の
介
入
す
る
講
述

の
場
で
現
わ
れ
、
・
閏
雪
に
写
さ
れ
て
い
る
。
．
こ
れ
も
、
手
控
が
詳
密
な
意
味
で

講
述
を
予
想
し
、
聞
手
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
．
た
重
ら
ば
、
当
然
そ
こ
に
現
わ

れ
る
は
ず
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
見
ま
な
い
の
で
あ
る
∵
手
控

は
や
は
り
講
述
老
自
ら
の
覚
書
的
性
格
が
壌
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

㊥
序
ヲ
ハ
孔
子
ノ
琶
ト
モ
云
子
夏
力
雪
ト
モ
云
　
家
説
．
エ
バ
子
瑳
ト
取
也
・
（
A

．
一
3
）
後
序
ハ
孔
子
ノ
カ
、
レ
ク
′
ト
モ
云
子
夏
力
雷
タ
ト
モ
云
・
ソ
・
・
琴
ニ
・
ハ

子
真
下
聴
ソ
l
へ
B
一
4
仁
一
牢
「

の
ど
と
く
、
格
蚕
茄
の
機
能
を
果
し
っ
ゝ
牟
附
随
的
に
待
遇
表
現
に
関
与
す

る
「
ノ
・
ガ
し
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
、
ま
た

⑳
…
…
肢
周
7
故
地
ヲ
分
テ
周
公
且
寸
召
公
爽
ト
、
ニ
マ
ラ
セ
ラ
ル
且
周
公
㌢

ど
テ
政
ヲ
国
中
ニ
サ
セ
申
シ
召
公
ヲ
シ
一
丁
諸
侯
二
宜
布
シ
ム
（
A
一
1
∵
・
・

・
セ
キ

…
周
ヲ
、
．
バ
周
公
且
ト
召
公
爽
ト
三
三
分
テ
釆
邑
ニ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
サ
ウ
シ

．
二
丁
周
公
ハ
政
ヲ
国
中
l
－
ナ
シ
召
公
ハ
是
ヲ
諸
侯
－
こ
ン
キ
ノ
ベ
ラ
レ
タ
桂
一
l
…

…
（
迅
一
1
．
で
一
望
．

㌣
ナ
と
｛
七
も
に
待
遇
表
現
を
取
り
つ
ゝ
、
む
し
ろ
文
語
的
色
彩
の
強
い
表

現
か
ら
白
語
的
色
彩
の
強
い
表
現
へ
の
移
行
を
示
し
て
い
る
場
合
む
あ
る
。
し

か
し
、
多
く
は
へ

㊥
后
妃
．
ノ
美
徳
ア
ル
バ
文
王
ノ
天
下
ヲ
風
化
l
ス
ル
始
也
（
A
一
4
）
后
妃
ノ

ヨ
イ
徳
ノ
ヲ
r
ヤ
ア
ル
バ
文
王
′
風
化
シ
テ
天
下
ヲ
始
メ
ラ
レ
ウ
始
ヂ
ヤ
ゾ

（
B
一
5
ウ
C
一
3
1
）
．

㊥
此
岐
旭
ノ
陽
l
〓
暦
事
ハ
后
棲
十
三
世
ノ
孫
大
王
始
テ
其
響
一
居
レ
リ
（
A
一

1
）
コ
、
ニ
イ
ラ
レ
ー

タ
ヅ
后
棲
ノ
十
三
世
ノ
子
孫
二
大
三
上
‡
空
フ
居

ラ
レ
タ
ゾ
（
B
一
つ
C
一
2

5
）

㊥
音
詩
〕
毛
ノ
一
字
ハ
河
問
敬
三
加
之
宏
一
・
1
「
毛
ノ
卑
ハ
河
問
献
雇

ノ
加
ラ
レ
タ
ゾ
（
B
一
1
．
c
一
2

5
）

上
手
控
に
は
待
遇
表
現
を
欠
く
の
で
あ
る
。
・

・
以
上
、
．
口
語
資
料
と
い
う
兢
点
か
ら
す
る
と
、
手
控
の
こ
と
ば
に
は
、
い
ろ

ぐ
と
限
界
の
あ
る
こ
▼
と
．
を
指
摘
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
に
留

意
す
れ
ば
、
口
語
資
料
と
し
で
も
大
い
革
瀾
問
す
べ
き
性
格
の
も
の
な
の
甘
あ

り
、
俗
語
的
な
表
現
も
少
む
く
な
い
。
例
え
ば
、
、
内
容
の
理
会
む
論
理
的
に
穏



み
重
ね
て
い
く
一
方
、
そ
れ
を
補
う
意
味
で
取
ら
れ
る
情
意
的
表
現
の
現
わ
れ

で
あ
る
擬
声
語
や
擬
態
語
の
項
は
、
手
控
に
も
豊
富
で
あ
る
1

ゐ
巣
晦
毒
力
集
侍
ヲ
作
チ
ム
ス
ト
周
テ
ノ
ケ
テ
此
窯
フ
此
マ
テ
ハ
小
序
此
カ
う

．
此
マ
、
テ
ハ
．
丸
序
ト
心
得
サ
ズ
ル
也
（
．
A
一
3
ウ
）
隠
臆
が
索
侍
作
ル
ト
キ
・
ツ

ン
ト
上
下
ツ
テ
ノ
ナ
チ
別
こ
て
ィ
タ
ゾ
（
B
一
5
　
C
一
叫
）

こ
の
よ
J
な
象
徴
辞
艦
限
ら
ず
、
－
卸
薯
を
対
照
す
る
こ
と
は
、
口
語
の
状
態

を
知
る
と
．
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
語
の
意
義
内
容
を
掴
む
上
で
役
立
つ
こ
と
が

．
多
い
。
中
に
は
手
控
だ
け
に
見
ら
と
る
も
の
も
島
名
。

⑱
〔
詩
者
　
志
之
所
之
也
〕
…
∴
・
チ
ャ
ッ
ト
一
念
物
ヲ
息
テ
言
ニ
タ
サ
ヌ
ヲ
云

・
．
…
‥
チ
ャ
ッ
ト
心
ノ
ユ
ク
処
ヲ
志
上
耳
〈
A
一
㌢
）
l
心
こ
．
ア
ツ
テ
調
‡

′

〕
ッ
テ
出
品
孟
主
薬
ノ
志
ノ
行
処
ヲ
詩
芸
ソ
（
B
一
6
C
一
望

接
頭
語
を
伴
う
膚
調
形
に
つ
い
て
滝
同
様
の
こ
．
と
が
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
／

「
マ
ツ
正
直
・
マ
同
ジ
」
な
ど
は
手
控
・
聞
啓
の
別
な
ぐ
用
い
ら
れ
千
い
る
。

醇
に
、
中
世
を
中
心
に
相
当
広
い
拡
が
り
を
持
ち
、
抄
物
の
位
相
混
開
花
し

た
表
現
と
し
て
、
か
っ
て
指
摘
し
た
こ
と
の
あ
る
．
「
昏
体
言
＋
ゴ
ト
」
の
吾
構

成
は
六
「
抄
物
の
一
語
法
」
　
『
国
語
国
文
』
昭
3
2
・
且
、
手
控
に
も
見
え
、

l

こ
の
表
現
の
単
な
る
講
述
文
体
で
な
い
こ
と
を
元
し
て
い
る
㍉

㊥
〔
㊥
に
続
く
〕
ア
レ
ヰ
モ
小
序
ノ
中
二
大
序
ヲ
コ
メ
事
ハ
イ
ヤ
也
（
A
一
3

ウ
）
！
サ
レ
ド
モ
前
后
二
小
序
ヲ
ヲ
イ
テ
中
二
天
序
ヲ
ヲ
キ
苺
ハ
何
斗
ヤ
ラ
・

．
シ
タ
ゾ
・
イ
ヤ
ナ
ゾ
∴
B
一
5
．
．
C
一
望

．

．

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

カ

タ

⑳
嗟
数
ヲ
ナ
ゲ
．
ク
ー
ト
設
ホ
・
ト
一
二
　
方
　
二
悲
事
ト
．
ハ
カ
誹
心
得
テ
ハ
誤
也
（
A

一
5
「
庄
歎
ヲ
ナ
ケ
ク
ト
．
讃
ホ
ト
1
二
方
．
ニ
悲
串
斗
ハ
カ
、
リ
心
得
事
ハ
誤

∵

ソ

　

（

B

一

6

ウ

　

C

一

3

4

）

㊥
拭
比
興
ノ
次
第
ハ
購
入
置
陳
一
方
見
ヤ
ス
キ
程
二
蹟
ヲ
先
こ
．
ヲ
ク
（
A
一
ヱ

サ
テ
蘭
此
興
ト
次
チ
タ
か
ハ
禦
7
．
リ
葛
ヲ
ス
ク
芸
子
見
ヨ
イ
雪
空

、

云

ソ

（

B

一

1

0

　

℃

」

3

9

）

後
の
〓
例
は
、
手
控
に
お
い
て
語
構
成
を
異
に
す
る
も
の
・
で
あ
っ
て
、
こ
の
表

現
の
口
語
的
色
彩
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
．
あ
る
。
そ
れ
も
「
．
ア
リ
等
」
の
ど
せ
く

複
合
語
化
し
た
も
の
は
」
　
位
相
か
ら
言
っ
て
鴇
、
時
代
の
流
れ
か
ら
言
っ
て

も
㍉
他
よ
り
使
用
範
囲
が
広
い
の
で
あ
る
が
、
京
大
薦
二
十
巻
二
十
冊
の
堅
戸

初
期
転
写
本
で
は
「
ア
リ
チ
事
」
　
（
一
1
3
）
と
な
っ
て
い
て
、
既
に
原
形
を
止

め
C
お
ら
ず
、
㌧
」
の
用
法
の
限
界
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
・

そ
れ
で
も
、
こ
の
表
現
構
造
使
用
の
場
は
、
抄
物
の
言
語
社
会
に
広
汎
に
亘

っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
㊥
に
見
え
る
「
有
メ

ノ
千
」
は
日
葡
辞
啓
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
限
界
の
一
つ
．
の
手
懸

り
を
提
供
し
て
く
れ
る
が
、
刊
本
で
「
ア
リ
ノ
て
」
、
京
大
国
語
学
研
究
室

荘
寄
木
一
冊
の
江
戸
初
期
転
写
本
で
「
ア
リ
メ
、
ノ
マ
、
」
（
ヱ
と
な
っ
て

°

い
る
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
『
史
記
抄
』
　
（
十
四
）
の
ほ
か
、
『
荘
子
抄
』
に
も

㊥
〔
模
索
而
天
下
莫
能
輿
之
争
美
〕
僕
素
ト
ハ
有
メ
・
ノ
寸
、
ニ
シ
テ
チ
ト
モ
カ
‥

サ
ラ
ヌ
ヲ
云
（
三
2
）

と
一
例
見
え
る
が
二
し
こ
で
も
正
株
刊
本
は
「
有
ノ
て
」
　
（
五
笠
と
な
っ

て
い
て
、
や
は
り
本
来
の
語
形
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
　
「
ア
リ
メ
′
タ

ケ
」
と
い
う
形
が
あ
り
、
・
笑
雲
型
こ
の
編
某
し
た
『
四
河
入
海
』
　
（
十
二
之
≡

3
0
ウ
な
ど
）
．
『
古
文
真
壁
抄
』
　
（
四
下
2
0
ウ
な
ど
）
や
『
中
華
若
木
抄
』
　
（
上

1
1
）
な
ど
に
見
え
る
。
、
こ
れ
ら
．
の
こ
と
か
ち
、
「
有
リ
ノ
マ
、
」
か
ら
二
つ

の
異
っ
た
語
形
が
そ
れ
，
ぐ
派
生
し
、
主
と
し
て
、
博
士
家
と
五
山
僧
せ
い
う

ヽ

二
つ
の
位
相
の
．
問
で
固
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
未
だ
詳
℃

い
考
証
を
経
て
い
な
い
が
、
諸
本
の
表
記
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た
『
四
河
入

海
』
　
『
史
記
抄
』
に
は
「
7
．
．
リ
ノ
、
マ
、
」
が
併
田
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
て

て
も
、
葡
た
に
恢
生
し
た
語
形
の
留
力
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
七
も
の

・・－　38－



と
監
れ
る
宣
0
こ
と
が
ま
た
、
本
来
の
宥
リ
ノ
で
〔
．
へ
の
票
を
早

め
た
原
因
の
一
つ
と
．
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
て
あ
を
な
お
、
同
じ
く
◎

の
手
控
に
見
え
る
「
水
プ
レ
モ
セ
ス
」
、
（
濁
点
朱
）
も
抄
物
以
外
の
用
例
は
未

見
で
あ
る
．
が
J
　
「
水
プ
レ
モ
ナ
・
ク
」
　
（
『
荘
子
抄
』
二
館
　
正
保
刊
本
三
3
9
）
．

「
水
プ
レ
モ
セ
ヌ
」
　
二
F
史
記
抄
』
　
十
二
3
9
・
『
四
河
入
海
』
．
十
〓
之
一
3
3

ウ
）
　
「
水
プ
レ
モ
セ
ス
」
、
（
『
古
文
真
宝
抄
』
九
三
な
．
と
の
と
と
く
l
、
い
ず

l
プ
フ
レ
ス

れ
も
同
一
語
構
成
の
表
現
が
見
ら
れ
、
「
唱
然
　
圏
」
（
『
温
故
知
新
』
下
空

が
「
六
府
詞
順
七
十
万
泳
自
然
…
⊥
（
『
医
心
方
』
撃
一
）
に
ま
っ
′
て
．
お

り
、
．
同
じ
く
否
琵
形
で
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
有
リ
メ
ノ
マ
、
」
な
ど
よ

り
は
、
広
い
射
程
の
上
に
立
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
で
、
手
控
と
開
雪
の
早
語
資
料
と
し
て
の
性
格
を
い
く
ら
か
明

．
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
勿
輿
問
題
は
こ
れ
で
尽
き
る
と
い
ヶ

も
の
で
は
な
い
。
文
末
の
指
定
辞
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
か
っ
て
報
告
し
た

去
荘
子
抄
』
．
の
そ
れ
と
は
相
当
開
き
が
お
る
．
（
前
々
掲
論
文
1
7
頁
注
2
）
。

相
違
の
特
に
著
し
い
の
は
、
開
署
に
お
い
て
「
ご
の
占
め
る
割
合
が
、
『
音

詩
抄
』
の
九
割
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
荘
子
抄
で
は
七
割
強
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
ー
い
と
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
受
講
者
の
整
録
本
作
成
の

実
態
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
全
く
無
視
し
た

け
れ
ど
も
、
一
箪
録
中
の
改
定
や
省
略
は
充
分
考
え
ら
れ
る
ご
と
で
あ
る
。
敢
密

に
言
え
ば
、
．
こ
の
問
題
の
検
討
は
同
時
に
作
成
さ
れ
た
二
種
の
整
録
本
を
見
出

す
ま
で
保
留
す
べ
き
で
も
ろ
う
。
し
か
し
∵
し
ゝ
で
も
既
に
試
み
た
よ
う
甘
、

転
写
さ
れ
た
諸
本
の
比
較
が
そ
れ
に
答
を
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
私
な
り
．
に
一

つ
の
見
通
し
を
立
て
て
の
上
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
ゝ
セ
敢
挙
げ
た
国
軍
聖
転

賢
本
で
あ
て
た
寺
か
ら
し
て
既
に
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
転
写

本
の
瞼
討
を
先
に
行
う
・
へ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
．
賃
を
集
大
風
し
た
『
Ⅶ
河
入
海
』
な
ど
賢
．
い
て
は
、
更
に
別
匿

の
考
察
を
必
要
と
す
る
。
両
足
院
萩
の
『
東
披
抄
』
は
、
宗
〓
・
宗
和
が
分
担

し
て
暫
写
し
た
抄
物
で
あ
る
が
、
、
．
た
ま
／
＼
巻
十
五
を
本
・
未
に
分
け
た
l
た

掛
に
、
「
新
浸
寺
席
上
次
韻
送
叔
弼
」
の
一
部
が
重
複
し
て
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
．
未
の
方
に
は
「
宗
和
奥
書
奏
こ
と
し
て
天
文
廿
四
掛
の
年
記
が
あ

る
が
、
そ
れ
ネ
＼
の
戊
立
吟
つ
い
て
の
考
証
は
し
ば
ら
く
保
留
し
、
嘉
文
の
一

部
を
技
葦
し
て
左
に
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

⑲
小
柳
犀
1
1

｛
ヲ
云
摘
．

モ
ノ
、
上
手
ハ
へ
タ
ナ
樺
‥
l
ヲ
ツ
ト
モ
セ
ィ
．
テ
イ
ル
上
云
心

物
ノ
　
　
　
　
　
ノ
ヤ
ウ

ヵ
ゥ
云
ラ
ス
少
ト
故
事
ヲ
以
テ
云
タ
＜
上
手
也
…
…
更
刀
1
－

此
事
′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
◎

｛
㌔
九
年
二
刀
ヲ
以
テ
解
モ
て
ル
。
族
匝
ハ
月
更
刀
チ
ッ
㍉
ヨ
イ
人

（
歳
更
刀
警
抜
ハ
慧
慧
甘
－
…
㌔
市
斗
…
号

音
恩
ヲ
華
ブ
イ
テ
欄
テ
＿
作
タ
レ
ハ
蘭
ナ
串
ハ
午
鼻
端
泥
ヲ

小
潮
㌫
咄
㌍
船
主
宣
子
㌣
ゥ
シ
タ
蓋

二
郎
品
撃

こ
ゝ
に
元
し
た
の
は
、
異
同
の
最
も
少
な
い
部
分
で
あ
る
が
、
束
は
④
～
㊥

と
い
う
順
で
あ
る
な
ど
閑
寂
は
多
い
。
複
雑
な
編
纂
の
過
程
を
よ
く
表
わ
し
て

い
る
が
、
後
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
〔
付
記
〕
本
稿
は
別
稿
「
抄
物
の
転
写
本
と
そ
の
資
料
価
値
」
と
相
俣
′
．
つ
て
一
．

に
な
り
、
副
題
の
意
味
に
お
い
て
そ
の
序
論
と
．
な
る
も
の
で
あ
る
J

J　一一39－
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